
３学期の安浦「APPARE！！」発表会でスピーチをする。（総合的な学習の時間） 

呉市立安浦小学校          逆向き設計シート 
 

 

本質的な問い 自分の思いを相手に伝えるためには，どうすればよいだろうか。 

  

本単元で目指す児童の姿    

本単元で目指す
児童の姿 

安浦のいいところについて調べたこと

をもとに，相手に伝わるように，集めた材

料を比較したり分類したりして，理由や事

例を挙げながら，話の内容の中心が明確に

なるよう話の構成を考えて話している。 

育成を目指す 
資質・能力 

知識及び技能 
様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増やして話の中で使うことが

できる。相手を見て伝わりやすいような話し方をすることができる。 

思考力，判断力， 

表現力等 

相手に伝わるように，理由や事例などを挙げながら，話の中心が明確になる

よう話の構成を考えることができる。 

学びに向かう力， 

人間性等 

言葉がもつよさに気付くとともに，幅広く読書をし，国語を大切にして，

思いや考えを伝え合おうとする。 

単元を貫く問い どうすればスピーチで言いたいことを相手に伝えることができるだろうか。 

 

      課題発見・解決学習の過程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

尺度 レポートの構成 

３ 
話の中心が明確になるように，理由や事例を複数挙げて話の構成を考え，相手を見て，伝えたいことが相手

により伝わりやすいよう工夫して話している。 

２ 話の中心が明確になるように，理由や事例を挙げて話の構成を考え，相手（クラス全体）を見て話している。 

１ 相手に伝わるように話の中心を選び，話の構成を考えて話している。 

 

振

り

返

り 

実
行 

伝える相手やスピーチの目的を意識さ

せるために，スピーチの練習を行い，話

の中心は伝わりやすいか，選んだ例は聞

き手にとって分かりやすいものだったか

グループで意見を出させる。 

総合的な学習の時間 

みんなが大好きな安浦町は自然豊かで，特産物もたくさんあり，すて

きな町です。しかし，４年前の西日本豪雨災害で家や建物など大きな被

害が出て，安浦町の人口が減っていることを社会科の時間に学習しまし

た。そこで，たくさんの人に安浦の町のことを知ってもらい，安浦にた

くさんの人に来てもらうために，「安浦ＡＰＰＡＲＥ！！発表会」で自

分や家族，地域の人たちの安浦への思いや願いをいろいろな方法で発信

しよう。 

国語科 

皆さんのイチオシな安浦のいいところをクラスの友達に分かりやすく

話して伝えるスピーチに挑戦して，スピーチをマスターしましょう。 

課
題
の
設
定 

身に付けた力について振り返り，今後

活用できそうな場面について考える。 

話の中心は，どれに

しようかな。 

情
報
の
収
集 

自分の好きな安浦の「APPARE！！」が，相手に伝わるような，分かりやすいスピーチにして伝

えたいな。 

単元構成（思考のプロセス） 

パフォーマンス課題 ルーブリック（見直し・改善） 

話す練習をする。 

２ 

主体的・対話的で深い学びのための指導のポイント 

国語科 第３学年１組  単元名 わたしのイチオシ，「ＡＰＰＡＲＥ！！安うら」について話そう！（話したいな，わたしのすきな時間）  指導者 礒本 尚岐 

「始め」に，好きなと

ころと理由をいうと分

かりやすいね。 

１ 

使う言葉によって気持ちの伝わり方が違うん

だね。 

好きな安浦について，話す材料を集める。 

みんなの前で話す。 

３ 

友達とスピーチを聞き合い，分かりや

すいスピーチにするポイントと照らし

合わせながら感想を伝え合うことで，よ

りよいスピーチへと改善させるように

する。 

５ 

クラゲチャートを使い，理由や事例

をたくさんあげる手立てとする。同じ

ことを好きだといっても，理由は人に

よって違うことを捉えさせ，より自分

の言いたいことを聞き手に伝えるため

にはどの事例をスピーチに入れればよ

いか考えさせる。 

４ 

今まで調べてきた安浦の「APPARE！！（いいところ）」をどのように伝えていく

か考え，課題をもつ。 

 

パフォーマンス課題の設定 

同じ安浦のことでも，人によって好きなところや感じ方，考え方が違うね。 

いろいろな話の材料を比べて，聞き手に伝わるように話すことを選ぶといいね。 

話す声の大きさや速さにも気を付けると聞き手が聞きやすいよ。       

整
理
・
分
析 

ま
と
め
・
創
造
・
表
現 

デジタル機器（ロイロノート）を活用

し，スピーチを録画し，話の構成がよか

ったか自分のスピーチを聞けるようにす

る。 

３年生の総合的な学習の時間の集大成

として，３学期に自分たちが調べた安浦

の「APPARE！！」を今まで学習してき

たさまざまな伝え方で語り伝えていくと

いうゴールを知らせることで，相手意識

をもたせ，課題への意欲を高めるととも

に，学習の目的を明確にする。 

総合的な学習の時間と関連 

 相手に聞こえるような声の大きさにしよう。 

 

おいしいイチ

ジクについて伝

えたい。 

豊かな自然に

ついて伝えたい。 

観光施設につ

いて伝えたい。 

海で取れる魚

について伝えた

い。 

カキについて

伝えたい。 

 

いいところを

レポートにして

伝えたいな。 

絵や写真を入

れて新聞にした

いな。 

たんと節を踊

って伝えたいな。 

防災発表会で

大きな声で発表

したいな。 

歌で歌って伝

えたいな。 

話の中心を決めて話すことを選び，話の組み立てを考える。 

好きな理由はいっぱい

あるけど，みんなに伝わり

やすいのはどれだろう。 

この例は聞く人に

伝わりにくいかもし

れないな。 

もっと気持ちを表す

のに合う言葉を探して

みよう。 

「終わり」に，もう一

度話の中心をはっきり

伝えるといいね。 

「始め」「中」「終わり」

で話すと分かりやすい

ね。 

聞いている人の様子

を見ながら話そう。 

自分の話がしっかり

伝わっているかな。 

話を聞いたら，感想も

伝えよう。 


